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１．はじめに  

 東京都港区内で施工中の高輪・三田共同溝工事において，泥土圧推進工法で発生した残土を用いて現場内で流動

化処理土を製造し，掘進作業と並行して路下施工ヤード内の埋戻し土に再利用した．流動化処理土は，周辺の交通

環境および生活環境の保全に配慮して，発生土利用率の向上を重視した配合計画を行っている． 

本稿では，上記施工方法における品質管理手法，施工能力および発生土利用率による施工方法の評価について報

告する． 

２．品質の確保  

（１） 施工中の品質管理手法 

製造した流動化処理土の品質を確保するため，施

工段階において各種現場試験を行った．管理フロー

を図-1に，管理値を表-1に示す． 

製造中は 1バッチ（12.5m3）毎に発生土密度，およ

び製造後の密度，フロー値を測定し管理した．特に

密度に関しては，発生土が推進工掘削土であるため

ばらつきが大きく，１バッチに付き５箇所から試料

を採取，測定し，管理値に満たない場合は加重材（再

生砂）を添加して配合を変更し調整した．一軸圧縮

強さ，ブリーディング率については，１日１回およ

び土質が変化した際に供試体を作成し試験した．一

軸圧縮強さの結果を図-2 に示す．いずれの結果も，

要求性能をクリアしており，製造方法に問題がない

ことが確認できた． 

（２） 施工後の品質確認 

本施工方法は，泥土圧推進工法の掘削残土を，現

場内で専用プラントを用いずに流動化処理土を製

造・打設する，という今までに報告例がない施工方

法である．施工後の品質を確認するために，施工完

了後ボーリング調査を実施し，コア採取による一軸

圧縮試験を行うとともに，簡易測定器（キャスポル）

を用いてＣＢＲ値を測定した．試験状況を写真-1，2

に，試験結果を表-2，図-3に示す． 

一軸圧縮試験の結果は，いずれも所定の強度を満

足しており，コア観察からもほぼ均質な流動化処理

土が製造できていることを確認した．  
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写真-1 ＣＢＲ値測定 写真-2 ボーリング実施 

図-2 一軸圧縮強さ（材齢 7 日）測定結果 
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表-1 管理値 

一軸圧縮強さ フロー値 ブリーディング
率 処理土密度 
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ＣＢＲ値の測定結果は，10 箇所（1箇所につき５回測

定）の平均がＣＢＲ=25％であり，また全て測点におい

て路体に求められる設計ＣＢＲ=6％を満足することを

確認した． 

３．施工方法の評価 

（１） 施工能力 

流動化処理土の製造および打設は，路下施工ヤード内

の限られたスペースの中で，推進工と並行して実施して

いる．推進工の進捗と流動化処理土製造量の関係を図-4

に示す．本施工方法では，１日８時間当り最大で５バッ

チ（62.5m3）の製造が可能で，推進工の進捗に遅れるこ

となく製造することができた． 

（２） 発生土利用率 

発生土の密度，製造した流動化処理土のフロー値およ

び発生土利用率の関係を図-5 に示す．発生土が粘性土主

体の場合，発生土の密度が軽くまた解泥に多くの水を要

することから，発生土利用率は平均して 67.2％となった．

一方砂礫土主体の場合は 76.5％と高く，全数の平均は

71.4％となった．いずれも配合試験で確認した発生土利

用率より高い値を示した． 

配合試験における発生土利用率を上回った理由は，特

に粘性土主体地盤においては介在している砂質土が加

重材の役割を果たし，また自然含水比も高いため，加重

材使用量，加水量を抑制することができたことによる． 

この結果よりフロー値を低く設定したことが，期待し

た発生土利用率の向上を実現できたと言える．よって土

砂運搬車両の削減という本来の目的を達成するために，

設定した要求性能，ならびにそれを可能とさせた本施工

方法が有効であったと評価できる． 

４．おわりに  

 本工事では省面積下，少施工量における流動化処理土の製造で，推進工の発生土に適した配合選定を行うととも

に，掘削に応じて変化する発生土に対応した品質管理を行った．品質確認試験の結果，いずれも要求性能を満足し

ており，施工方法に問題がないことを確認した．また発生土利用率の算出から発生土の有効利用が図れていること

を確認した．今回の結果を，発生土の有効利用を必要とする工事の施工計画，施工管理に反映していく． 

最後に，今回の流動化処理土の製造に協力いただいた（株）ティ・アイ・シーの皆様に深く感謝の意を表します． 
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表-2 室内試験結果 

図-3 簡易測定器によるＣＢＲ試験結果 

図-5 発生土利用率と原料土密度および製品フロー値

※発生土利用率＝製造に用いた発生土容積／流動化処理土製造量×100
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図-4 推進工進捗と流動化処理土製造量 
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